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そ
れ
ぞ
れ
が
個
々
に
存
在
し
て
い
て
は
効
果
を
十
分
に
発
揮

で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
で

あ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
「
電
子

カ
ル
テ
」
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

電
子
カ
ル
テ
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
を
開
発
・
販
売
す
る
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
は
、
こ
う
し
た
ツ
ー
ル
と
電
子
カ
ル
テ

間
の
連
携
に
着
目
し
、
２
０
２
１
年
４
月
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
等
で
有
名
な
マ
ザ
ー
ズ
上
場
企
業
で
あ
る
メ
ド
レ
ー
の
グ

ル
ー
プ
会
社
と
な
り
、メ
ド
レ
ー
グ
ル
ー
プ
が
推
進
す
る「
医

療
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
」
に
参
画
し
て
い
る
。

　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
は
、
診
療
所
や
２
０
０
床
未

満
病
院
に
向
け
て
高
い
柔
軟
性
と
拡
張
性
に
よ
り
優
れ
た
費

用
対
効
果
を
発
揮
す
る
電
子
カ
ル
テ「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」を
開
発
・

販
売
し
て
い
る
。
そ
の
特
長
は
「
①
高
い
柔
軟
性
・
拡
張
性
・

適
用
性
」「
②
自
社
部
門
シ
ス
テ
ム
と
他
社
シ
ス
テ
ム
間
の

高
い
連
動
性
」「
③
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
」「
④
高
い
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
で
あ
る
。

　

4
つ
の
特
長
に
よ
り
、
電
子
カ
ル
テ
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
は
好

評
い
た
だ
き
、
導
入
件
数
は
約
１
４
０
件
、
17
年
間
の
運
用

で
利
用
継
続
率
は
99
％
を
記
録
し
て
い
る
。

〈
高
い
柔
軟
性
・
拡
張
性
・
適
用
性
〉

　

Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
は
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
ユ
ー
ザ
ー
ご
と
に
好

み
に
応
じ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
が
設
定
可
能
な
た
め
、
導
入
後
、

「
思
っ
た
よ
う
な
動
き
を
し
て
く
れ
な
い
」「
見
づ
ら
い
」
と

い
っ
た
困
り
ご
と
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば

内
科
の
ド
ク
タ
ー
で
あ
れ
ば
、
既
往
歴
や
病
名
な
ど
を
配
置

す
る
こ
と
で
患
者
様
の
正
確
な
現
状
把
握
が
で
き
る
よ
う
な

レ
イ
ア
ウ
ト
に
で
き
る
（
図
１
）。
一
方
で
整
形
外
科
の
ド

ク
タ
ー
で
あ
れ
ば
、
処
方
や
注
射
な
ど
の
頻
用
セ
ッ
ト
を
配

　

日
本
で
は
こ
こ
半
世
紀
で
、
レ
セ
コ
ン
、
オ
ー
ダ
ー
リ
ン

グ
、
電
子
カ
ル
テ
と
い
っ
た
院
内
業
務
の
「
Ｉ
Ｔ
」
化
を
主

軸
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
き
た
。
２
０
１
０
年
に
医

療
分
野
で
ク
ラ
ウ
ド
が
解
禁
さ
れ
、
地
域
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
化

が
新
た
な
テ
ー
マ
と
な
り
、
院
内
だ
け
で
な
く
医
療
機
関
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
テ
ー
マ
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

２
０
２
０
年
代
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
感
染

拡
大
防
止
や
患
者
数
の
維
持
・
増
加
が
病
院
経
営
に
お
い
て

重
要
な
テ
ー
マ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

そ
の
1
つ
の
解
決
策
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
が
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
で
あ
り
、
株
式
会
社
メ
ド
レ
ー
（
以
下
、
メ
ド

レ
ー
）
の
ア
プ
リ
「CLIN

ICS

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」
は
、

二
次
医
療
圏
の
約
70
％
を
カ
バ
ー
す
る
ほ
ど
普
及
が
進
ん
で

い
る
。
そ
の
普
及
に
並
行
し
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
や
Ｗ
ｅ
ｂ
問

診
と
い
っ
た
患
者
接
点
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
「
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
」
に
関
す
る
ア
プ
リ
、
患
者
の
流
出
入
や
病
床
稼
働

率
を
分
析
で
き
る
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
、

自
動
精
算
機
や
セ
ル
フ
レ
ジ
な
ど
の
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

に
関
す
る
機
器
な
ど
、
様
々
な
ツ
ー
ル
も
普
及
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
代
か
ら
、
医
療
分
野
は
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
、
Ｄ
Ｘ
）」
が
始
ま
っ
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
前
述
し
た
先
進
的
な
ツ
ー
ル
を
導
入
し
て
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
か
ら
始
ま
る
医
療
Ｄ
Ｘ
と

電
子
カ
ル
テ
と
の
関
係

要
旨
：
株
式
会
社
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
（
以
下
、
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
）
は
診
療
所
か
ら
２
０
０
床
未
満

の
病
院
に
向
け
て
、
電
子
カ
ル
テ
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
を
開
発
・

販
売
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
電
子
カ
ル
テ
に
関
す
る
現
在
と

過
去
に
触
れ
つ
つ
、電
子
カ
ル
テ「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」の
特
長
と
、「
Ｍ

Ａ
Ｌ
Ｌ
」
を
活
用
し
た
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
構
築
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

久間田凌大

株式会社パシフィックメディカル
マーケティング・インサイドセールスグループマネージャー

電子カルテ「ＭＡＬＬ」を軸に展開する
医療DXと地域医療連携

電
子
カ
ル
テ「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」の
特
長
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図1　内科ドクターが設定するレイアウト例

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
な
オ
ー
ダ
ー
等
の
処
理
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
２
）。

　

ま
た
、
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
は
導
入
時
か
ら
運
用
時
に
至
る
ま
で

様
々
な
ご
要
望
に
応
え
る
こ
と
で
進
化
し
て
い
る
。
現
バ
ー

図2　整形外科ドクターが設定するレイアウト例

ジ
ョ
ン
の
運
営
開
始
か
ら
5
年
間
で
約
２
３
０
０
件
以
上
の

要
望
に
応
え
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
約
２
７
０
０
項

目
以
上
の
設
定
を
ノ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
実
行
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
を
備
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
導
入
後
も
自
分

に
合
っ
た
仕
様
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 〈
自
社
部
門
シ
ス
テ
ム
と
他
社
シ
ス
テ
ム
間
の
高
い
連
動
性
〉

　

電
子
カ
ル
テ
の
性
能
が
優
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
部
門
シ

ス
テ
ム
を
個
別
に
導
入
し
て
い
る
と
、
想
定
し
た
動
作
や
価

格
を
実
現
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
電
子
カ

ル
テ
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
に
は
、
検
査
、
薬
剤
、
透
析
な
ど
、
診

療
所
か
ら
２
０
０
床
未
満
の
病
院
に
必
要
と
な
る
部
門
シ
ス

テ
ム
を
内
包
し
て
い
る
（
図
３
）。

　

さ
ら
に
、
既
に
導
入
さ
れ
て
い
る
機
器
・
シ
ス
テ
ム
に
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
約
１
５
０
社
の
機
器
・
シ
ス

テ
ム
・
ア
プ
リ
と
連
携
が
可
能
で
あ
る
。

〈
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
〉

　

電
子
カ
ル
テ
の
導
入
を
決
め
た
と
し
て
も
、
初
期
マ
ス
タ

設
定
や
デ
ー
タ
移
行
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
担
当
者
が
配
置
す
る

こ
と
が
困
難
な
診
療
所
や
２
０
０
床
未
満
病
院
に
と
っ
て
は

困
惑
す
る
よ
う
な
作
業
が
稼
働
ま
で
に
待
っ
て
い
る
。
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
は
、
医
療
機
関
業
務
に
精
通
し
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
を
全
国
に
配
置
し
て
い
る
た
め
、

手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
が
提
供
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
稼
働
後
も
、

電
話
だ
け
で
な
く
遠
隔
操
作
に
よ
り
安
定
し
た
稼
働
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。

〈
高
い
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
〉

　

Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
は
様
々
な
特
長
を
有
し
な
が
ら
、
診
療
所
か
ら

２
０
０
床
未
満
病
院
で
も
無
理
な
く
導
入
で
き
る
価
格
で
提

供
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
30
床
の
病

院
で
あ
れ
ば
約
１
５
０
０
万
円
、
１
０
０
床
で
あ
れ
ば
３
０

０
０
万
円
で
提
供
可
能
で
あ
る
（
※
本
価
格
は
定
価
で
あ
る

こ
と
、
オ
プ
シ
ョ
ン
は
最
低
限
の
構
成
で
算
出
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
価
格
は
上
下
す
る
）。
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「
他
病
院
で
大
手
ベ
ン
ダ
の
電
子
カ
ル
テ

も
使
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら

に
比
べ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
は
画
面
が
シ
ン
プ
ル
で

見
や
す
く
、
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
を
見
た
だ
け
で
直
感
的
に
操
作
す
る
こ

と
が
で
き
る
」

「
当
院
の
よ
う
な
１
０
０
床
規
模
の
病
院

が
情
報
シ
ス
テ
ム
に
割
け
る
コ
ス
ト
は
余

　

上
述
し
た
4
つ
の
特
長
に
よ
り
、
電
子
カ
ル
テ
「
Ｍ
Ａ
Ｌ

Ｌ
」
は
好
評
い
た
だ
き
、
導
入
件
数
は
約
１
４
０
件
、
17
年

間
の
運
用
で
利
用
継
続
率
は
99
％
を
記
録
し
て
い
る
。
以
下
、

「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
ユ
ー
ザ
ー
の
ご
意
見
で
あ
る
。

■
大
井
田
病
院（
93
床) 

「
新
医
療
２
０
２
１
年
６
月
号
」よ
り

図3　電子カルテに内包された透析の部門システム

図4　「はたまるねっと」システム構成図

電
子
カ
ル
テ「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」の
導
入
実
績
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り
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
総
合
的
な
性
能
に
加
え
、
保
守
費

用
を
含
め
た
コ
ス
ト
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
だ
っ
た
点
が
、
Ｍ
Ａ

Ｌ
Ｌ
を
選
ん
だ
大
き
な
理
由
で
す
」

■
幡
多
病
院
（
45
床
）「
新
医
療
２
０
２
１
年
８
月
号
付
録 

小
規
模
医
療
施
設
の
Ｉ
Ｔ
化
ガ
イ
ド
」

「
画
面
が
シ
ン
プ
ル
で
見
や
す
く
、
直
感
的
に
操
作
で
き
て
、

導
入
後
す
ぐ
に
扱
い
に
は
慣
れ
ま
し
た
し
、
機
能
に
も
十
分

納
得
し
ま
し
た
」

「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
導
入
で
人
工
透
析
に
関
す
る
機
能
と
電
子
カ
ル

テ
が
一
体
化
し
、
大
幅
に
業
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

人
工
透
析
機
能
を
有
す
る
電
子
カ
ル
テ
と
し
て
は
、
本
邦
で

も
最
も
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
」

「
中
小
規
模
の
医
療
施
設
に
は
、
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
の
よ
う
な
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
か
つ
高
機
能
な
電
子
カ
ル
テ
が
普
及
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
」

■
足
立
慶
友
整
形
外
科
／
足
立
慶
友
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
（
55
床
）

「
電
子
カ
ル
テ
は
、
使
い
づ
ら
い
高
額
な
シ
ス
テ
ム
が
多
く

困
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
は
、
当
施
設
の

要
望
に
あ
っ
た
特
長
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
今
ま
で
の
検
討

を
覆
し
、
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
を
即
、
導
入
す
る
こ
と
に
踏
み
切
り
ま

し
た
」

「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
に
は
メ
ー
カ
ー
側
で
設
定
し
て
も
ら
わ
な
く
て

も
、
医
療
機
関
側
で
設
定
で
き
る
項
目
が
多
く
あ
る
の
で
、

自
分
た
ち
で
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
使
い

に
く
さ
で
困
る
こ
と
は
な
い
で
す
」

　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
と
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
は
、
部
門

シ
ス
テ
ム
を
内
包
化
す
る
、
レ
ス
ポ
ン
ス
速
度
を
改
善
す
る

等
に
加
え
て
、
医
療
の
Ｄ
Ｘ
に
貢
献
で
き
る
よ
う
飛
躍
的
な

進
化
を
目
指
す
。

〈
メ
ド
レ
ー
と
の
シ
ナ
ジ
ー
を
生
む
〉

　

前
述
し
た
通
り
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
は
メ
ド
レ

ー
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ
る
。
メ
ド
レ
ー
のCLIN

ICS

オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
等
は
約
２
３
０
０
施
設
以
上
の
医
療
機
関
で

利
用
さ
れ
て
お
り
、
二
次
医
療
圏
の
約
70
％
を
カ
バ
ー
し
て

い
る
。
そ
の
メ
ド
レ
ー
が
持
つ
製
品
と
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
を
連
携
す

る
こ
と
で
、
メ
ド
レ
ー
グ
ル
ー
プ
が
掲
げ
る
将
来
構
想
実
現

を
目
指
す
。

〈
地
域
医
療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｅ
Ｈ
Ｒ
）を
構
築
し

た
ナ
レ
ッ
ジ
を
活
か
す
〉

　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
は
総
務
省
の
ク
ラ
ウ
ド
型
Ｅ

Ｈ
Ｒ
高
度
化
事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
域
医
療
情
報
連
携
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｅ
Ｈ
Ｒ
）
で
あ
る
「
高
知
家
＠
ラ
イ
ン
は
た

ま
る
ね
っ
と
」
を
受
託
開
発
し
て
い
る
。「
高
知
家
＠
ラ
イ

ン
は
た
ま
る
ね
っ
と
」
は
、
高
知
県
幡
多
郡
で
展
開
さ
れ
て

お
り
、
対
象
地
域
で
の
登
録
患
者
割
合
が
11
・
８
％
、
登
録

施
設
数
が
80
箇
所
と
な
っ
て
お
り
、
運
用
開
始
か
ら
４
年
経

過
す
る
中
で「
救
急
時
の
医
療
情
報
参
照
に
よ
る
迅
速
処
置
」

「
重
複
処
方
や
検
査
の
削
減
」「
転
院
時
の
事
前
情
報
共
有
に

よ
る
ス
ム
ー
ズ
な
受
け
入
れ
」「
医
療
と
介
護
の
連
携
」
等

で
効
果
を
上
げ
て
お
り
、
そ
の
有
用
性
が
患
者
と
医
療
機
関

に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
図
４
）。

　

現
在
は
、
こ
の
実
績
を
他
地
域
の
二
次
医
療
圏
や
グ
ル
ー

プ
法
人
に
提
供
す
べ
く
、
シ
ス
テ
ム
機
能
の
標
準
化
は
も
と

よ
り
、
患
者
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
医
介
連
携
の
運
用
方
法
も

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
切
り
出
し
、
開
発
・
販
売
し
て
い
く
企

画
が
進
ん
で
い
る
。
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
と
同
製
品
の
連
携
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
医
療
の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
指
す
。

　

上
記
の
取
り
組
み
に
関
連
し
て
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ

カ
ル
は
「
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
実
証
事
業
」
に

協
力
し
て
い
る
。
本
事
業
は
、
宿
毛
市
と
特
定
医
療
法
人
長

生
会 

大
井
田
病
院
が
実
施
主
体
と
な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
・
オ
ン
ラ
イ
ン
服
薬
指
導
お
よ
び
地
域
医
療
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
高
知
家
＠
ラ
イ
ン
は
た
ま
る
ね
っ
と
」
を
組
み
合

わ
せ
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
市
民
の
医
療
へ
の
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
に
よ
る
治
療
の
継
続
」「
医
療
機
関
の

相
互
情
報
共
有
に
よ
る
市
民
へ
の
多
剤
服
用
・
重
複
投
薬
の

低
減
」「
医
療
機
関
に
お
け
る
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
の

構
築
」
の
同
時
実
現
の
可
能
性
と
有
用
性
を
検
証
す
る
取
り

組
み
で
あ
る
。

　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
は
診
療
所
か
ら
２
０
０
床
病

院
未
満
の
病
院
に
向
け
て
電
子
カ
ル
テ
「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
を
開

発
・
販
売
し
つ
つ
、
医
療
Ｄ
Ｘ
と
地
域
医
療
連
携
を
実
現
し
、

社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
い
く

Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
の
中
長
期
的
展
望

※　
　
　
　
　

※

久
間
田
凌
大
（
く
ま
だ
・
り
ょ
う
だ
い
）
●
94
年
東
京
都
生
ま
れ
。

慶
應
義
塾
大
学
卒
。
フ
ラ
ン
ス
で
の
在
住
経
験
等
を
経
て
、
17

年
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
株
式
会
社
事
業
戦
略
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
部
門
入

社
。
医
療
・
物
流
・
旅
行
等
業
界
で
の
新
規
事
業
立
案
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
従
事
。
そ
の
後
、
メ
ド
レ
ー
に
転
職
し
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
本
部 

事
業
戦
略
室
メ
ン
バ
ー
と
し
て
グ
ル
ー
プ
会
社
の

Ｐ
Ｍ
Ｉ
を
担
当
。
現
在
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
に
出
向

し
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
サ
イ
ド
セ
ー
ル
ス
グ
ル
ー
プ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
。

問
い
合
わ
せ
先　

株
式
会
社
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
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